


















































































製品 ･サービスを開発 ･生産することにより養分を吸収しようとする｡ しかレJ､枝はより
大きな枝 (マーケテイング･チャネル)を通じて他の製品 ･サービスと合流し､幹 ･根を
通じて地中 (市場)に到達しなければならない｡幹から根にいたるマーケテイング ･チャ
ネルのトランザクションを高めるシステムがSupplyChainである｡
このように考えたとき､市場の創造やマーケテイング ･チャネル､サプライチェーンの
確立なしに､同一産業の集積や関連産業の複合的集積は､製品化において有効であっても､
それ以上の意味を有しない｡また､クラスター形成のためのインフラス トラクチャーの整
備は､財政スペンディングとしての景気回復効果のみ期待できる｡現行の産業クラスター
計画の問題性はそこにある｡
主要な経済圏に販売網をもつ諸企業がそこに誘致され､あるいは ｢クラスター｣と呼ば
れる集積に立地する場合は､関係性を確立するメリットがあるが､主要な経済圏の周辺地
域の企業集積の場合､それを自生的なクラスターに発展させるためには､産業の木として
の条件整備が必要である｡
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